
 

日常の何気なさにわかること 
い日が続きますね。急な寒波により交通が遮断され通勤通学が思

うようにいかないこともありました。さて私事になりますが、普

段動画配信サービスを利用しており、その中で最近気に入ってみてい

る番組に「氷点下で生きるということ（Life below zero）」がありま

す。便利な暮らしを捨て、人里から遠く離れたアラスカの大自然の中

で暮らす人々にカメラが密着しているドキュメンタリーで、美しくも

厳しい自然の中、命がけで生きている姿を映しています。日々の食料

を得るために捕食者と言われる熊などの恐怖に身をかまえながら鳥や

カリブー（トナカイ）を狩ったり（当然ながら獲物が一匹も獲れない

ときもある）、暖をとるために木を伐り薪にしたり・・・。私たち

は、寒くなればスイッチ一つで暖房をつけることができるし、お腹が

すけばスーパーに行き食べたいものを買うことができます。普段なか

なかこのような気にかけないようなことが、何かの原因で失われたり

すると事情がかわってきます。空気を例にあげても、高い山に登った

時や海に潜ったときなど、そのありがたさに気づくことができます。

この 2年間コロナウィルス感染防止策をとる上でそれまでの日常のあ

りがたさに気づくことも多々ありました。見渡せばみなさんの身の回り

でも何気ないありがたさがいくつも見つかると思いますよ。 

和泉市小中学校合同書き初め展 

１月２８日（土）と２９日（日）に和泉市シティーホールにて、和泉

市小中学校合同書き初め展が行われました。学校で取り組んだ作品の

中から、各クラス３名ずつ出品されました。 
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「豊かな心」「たくましい身体」「確かな学力」 

郷荘だより 
〇正しい判断のもと、自主的に行動する生徒  〇何事にも積極的に行動し、最後ま

でやりぬく生徒  〇自他を大切にする、思いやりのある生徒  
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